
日時/会場 講師 内容 定員/受講料

2/3（金）

14:00-17:00

7階研修室

2/22（水） 千葉県発達障害者支援センターＣＡS

14:00-17:00 副センター長

7階研修室 学術博士・臨床心理士

2/11（土）

10:00-16:00

7階研修室 特別養護老人ホームワールドナーシングホーム

3/15（木） 生活相談員・介護支援専門員

10:00-16:00 千葉県認知症介護指導者

7階研修室

2/10（金） 村越洋子　先生 30名

14:00-17:00
社会福祉法人慶美会

介護教育指導室・室長

7階研修室
介護福祉士

千葉県認知症介護指導者

2/17（金） 西野雅信 20名

14:00-17:00
千葉県福祉ふれあいプラザ介護実習センター

マネジャー・専門職研修担当

１階体験コーナー・工作室 介護実習センター体験コーナーインストラクター

※服装

2/19（日） 加茂川隆文　先生 20名

14:00-17:00 我孫子市ろうあ協会

7階介護実習室 講師

2/21（火） 梅原ゆき江　先生 20名

10:00-16:00 （有）ライフステージ代表

7階介護実習室 訪問看護ステーションさくら・看護師

対象 行政関係部課の職員　等

認知症ケア③

センター方式のプランニングⅡ

例年研修を行っている認知症ケアプランニングのひとつであ
るセンター方式の２回シリーズ研修です。１回目はセンター
方式の特徴である「５つの視点」、『その人らしいあり
方』、『安心・快』、『自分の力の発揮』、『安全・健
康』、『なじみの暮らしの継続』という本人本位の視点や実
際のシートの説明など、基本的な基礎と理解を学びます。２
回目は実際のケースを元にプランを立ててみて、ケーススタ
ディを行っていきます。

30名
（２回通して受
講可能な方の

み）

センター方式のプランニングⅠ

無料

介護職のための当事者体験研修Ⅱ 当センターで開室している「体験コーナー」で、高齢者疑似
体験、認知症疑似体験、車いす利用者体験を通して、介助さ
れる側の心理と想いを体感的に理解し、体験後のフィード
バック・振り返りから、日々の援助を再考察することで、援
助の本質的な意味を理解し、より当事者本位のケアの方法を
一緒に考えていきます。

高齢者／認知症疑似体験・
車いす体験を通して

当事者の気持ちを体験する
無料

脳血管疾患の理解とケア

人は発達の過程でさまざまな能力を手に入れていきますが、
認知や言語、運動、社会的な能力や技術の獲得に、かたより
や遅れがある状態を「発達障害」と呼びます。発達障害は主
に子どもたちの障害と思われていることが多いですが、当事
者が大人に成長した場合や、高次機能の障害程度や軽度の場
合は、周囲も本人も気づいていない場合もあります。１回目
はその基礎を学び、２回目は実際に大人の発達障害の方々に
関わる際の具体的な方法や考え方について学びます。

大人の発達障害

認知症ケア②
津雪聡子　先生

センター方式とは　基礎と理解

無料
当事者から学ぶろう文化と手話

発達と障害の理解①

田熊　立　先生
30名

（２回通して受
講可能な方の

み）
大人の発達障害

その基礎と理解

発達と障害の理解②

実技を含みますので、動きやすい服装でお越しください。

無料

千葉県福祉ふれあいプラザ　介護実習センター：千葉県我孫子市本町3-1-2　けやきプラザ１・６・７階（ＪＲ我孫子駅南口徒歩1分）

当センターで開催されます専門職研修をご案内いたします。介護職の自己研鑽・事業所外研修としてご活用ください。

介護保険全サービス事業・医療系サービスの全職種

お申し込みはお電話でお願いします

℡04-7165-2886（受付）

当月お申し込みは前月15日よりお電話で受け付けいたします。（15日が休館日の場合は翌開館日）

介護職のための医療行為④
消化器系・中枢神経系疾患などによって摂食・嚥下が障害さ
れた場合の栄養摂取ケアは、経管栄養・胃ろう・IVH（中心
静脈栄養法）などの医療処置になることがあります。ここで
はそれぞれの処置の構造と方法、注意点やケア方法など、連
携を取るために介護職として知っておきたい知識を学びま
す。　　　　　　　　　　　（11/26「胃ろう・経管栄養・
ＩＶＨのケアⅠ」と同内容の再講となります。）

胃ろう・経管栄養・
無料

研修の年間予定も順次更新しています

認知症ケア① 認知症の理解として各原疾患によって異なる特性がありま
す。かつて原疾患1位と言われた脳血管疾患ですが、現在でも
罹患者は多く、アルツハイマーとの混在型など、正しい知識
を得ることは重要です。その具体的な病理と症状の特性を知
り、より専門性の高い個別性ケアの方法を共に考えていきま
す。

原疾患別の病理と特性Ⅲ
無料

http://www.furepla.jp

ＩＶＨのケアⅡ

介護技術③ 生まれた時から、または幼児期に聴覚に障害が起こった時
に、発語に障害がある方々をろうあ者と言います。けれどそ
のコミュニケーションは実に豊かです。当事者の加茂川先生
をお呼びして、ろう文化と手話を中心とした豊かなコミュニ
ケーションを学び、隣人としてどう関われたらいいのかを教
えて頂きます。

ろうあ者とのコミュニケーション

実際にプランを立ててみる

※追加した研修です

２月分のご案内

単元

千葉県福祉ふれあいプラザ
介護実習センター 平成23年度専門職研修

●研修お申し込みについて● お申し込み時に受付番号をお伝えします。当日受付にてその番号とお名前をお伝えください。
参加者の変更・欠席があった場合は都度センターにご連絡ください。

具体的な関わりと方法


